










































































































































学分類雑載」は尊経閣文庫における整理時に与えられた書題かと推定される。 「分類雑載」という書題を持つ記録に、長崎奉行所で作成 た『長崎奉行所分類雑載』 （長崎県立図書館所蔵、写本四冊、 『郷土史料叢書』二〇〇五年に翻刻収録）があるのは注目に値する。 『昌平学 』の正確な編纂時期・成立時期を示す文言はないが、収録された文書は天明末・寛政・享和・文化初ま 約二十年間のものが中心で、先例先格を引く場合にしばしば宝暦頃まで遡るが、下限は文化四年（一八〇七）頃までである。文政期の編纂とされる『長崎奉行所分類雑載』とほぼ同時期の編纂と言ってよく、こ らが幕府機関に
関する大規模な編纂物のそれぞれ一部である可能性を推測させる。
天明末から文化初にいたる約二十年は、言うまでもなく松平
定信の政治改革の下で林述斎や寛政三博士らが聖堂附属の林家私塾から幕府直轄学校へと学校組織を改革し、昌平坂学問所を核にした大規模な教育改革に取り組んだ時期に当たる。 『分類雑載』 収録された文書は、彼らが幕府直轄学校と ての権威と内実をいかに構築し かを如実に伝える史料と言える。『昌平学分類雑載』の形式上の特徴としては、 「目録」の項目の下に数字が振られおり、当該本文の丁表ののどの上部に同じ数字が記されている（目録は全項目に数字が振られているが、本文は振られていな 冊も多い）ことや、本文の見出しと語句に対して朱筆で四周を囲ったり傍線を引いたりしていることから、検索の便を考えた編集になっている いえる。内容上の特徴としては、幕府直轄学校の権威化という問題と






のころ聖堂は天明の大火によって焼失し、再建は寛政十一年のことであり、祭器も焼失し（聖像は災害時に当番大名が厨子ごと搬出するのが習わし） 、俄か拵え 「仮仕切」の場所で「略式釈菜」を執行する が精一杯であったことが分かる。不十分な施設であっても寛政八年秋の「略式釈菜」は 学問所学における学問奨励策が浸透しつつあり、晴天にも恵まれ 、出席者からの寄附が大幅に増えたらしい。同年春 釈菜 銀二両（百二十匁）寄附した者が、秋の釈菜の寄付金は金百匹 一分）に増額したなどと記 ているのが、時勢 変化を感じさせる。
このほか、 『分類雑載』の編纂時に依拠した一次資料の資料
名も散見される。ほぼ釈菜関連記事に終始 てい 第一冊の場合、最 頻繁に参照されるのが『釈菜伺留』である。他 『昌平日乗』や林百助の『百助日乗』 ど日 資料も参照 ていることが分かる。
紙幅の都合から、本稿に掲載できるのは第一冊の約半分にと



























































































































































































































































































































































































































































































































             　　　











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































見セ候而談候ハ聖堂類焼後仮御堂出來無之候而ハ本式釈菜執行不相成候間自分ニ而可致畧祭と存候左候ヘハ兩御側衆へ伺書差出候釈菜寄附物之儀 付右近将監殿何角御世話被下 様 承及候乍然様子御存知無 候哉と存候間御側衆へ書付差出可申候内別紙之趣委細御内〻被仰上被下度 旨申候尤御法事中 伺被




申候得は藤右衛門祭器之義万石以上江 仰渡候義ニ御座 間右近将監殿江申上候而宜存 由被申之一
 八月廿日登城藤右衛門被談候ハ先日御書付昨日出羽守殿江































出候書付とくと致一覧 所随分相分り候乍併致評儀候所上ヲ被祝候事仮仕切ニ而畧式之釈菜候而も御目付御先手不參候而ハ之御祭儀軽く相聞へ候一組難差出 ハヽ半組ニ而も相詰候形ニ致度事ニ候御目付なとも場所無 ハヽかげニ成共相詰候様ニ致度事ニ候此儀は其元方ニ而は前〻兩役之衆へ掛合料理差出來候事故右之儀ニ而難相成と申事ニも候哉とくと 談候上可相極と今日相談し申候尤先方之様子一度も不 拝見事故如何様之振合ニ候哉難 知候故とくと御了簡被成繪圖等被成可差出旨被仰聞其上前日寄附物も有之御徒目付も參候事故旁御目付も被參候方可然哉之旨被仰聞候大学頭 答申 は先以思召寄 評儀之上御内意被仰聞忝奉存 尤此義ハ未表立不申出候追日日限申上候節其義為可申上相伺申候事御座候私㝡初之存寄ハ畧式之釈菜内弟子共ニて 相濟候積其之上拝見之者も無之事故御幕之義も不申上門固メ之 も不 候拝礼之衆も無之事故 衆之義も不申上候心得ニ罷在候所被仰聞候趣ニ而ハ何分了簡仕可申上
（
67ｂ）












































































日向守番ニ候間可致轉達 由被申之御目付桑原善兵衛江も廿二日釈菜之義其上前日御徒目 罷越 様申達之此度は仮仕切ニ而致釈菜候間各方着座之所も繪圖面追而相渡可申段達之御作事奉行新庄能登守江も釈菜日限幷 幕之義申達之能登守別段被申聞候は御先手仮番所繪圖面拙者へ下り申候右近将監殿出羽守殿仰聞 辰年也
迠
年〻兩度仮番所出來ニ而ハ御入用も懸り候義候
間可致差畧由ニ候胴勢門有來番所取繕御先手方致承知 ハヽ左様ニも 相成候相除 義無之候哉と被申 付釈菜當日ハ拙者方出入一切為致不申埋門 差懸仮番所仕つらい致出入候積ニ御座候ヘハ少も相除候義無之候拙者存候ハ唯今迠釈菜 節上番所与力相詰下番所ニ同心相詰候間胴勢門 ハ下番所ニ相成可
翻印『昌平学分類雑載』─其一
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 祭前御案内次第仮御供所 へ御 座可被成候
一
 祭儀相濟執役之者致退出候上ニ而諸家寄附致献備候ハヽ直
ニ御引取可被成候以上
九月
 
林大学頭
一
 同日御先手衆江相渡書付
　　　　　　　　　　　
見返シ
 
林大学頭
一
 祭儀五時相初候間其以前御參着可被成候
一
 前〻仰高門御勤番所ニ候ヘ共此度は書院仮仕切而畧式釈菜
ニ付胴勢門ニ相成申候棧敷無之候間祭儀之内ハ座鋪ニ御着座可被成候四十六
 
（
73ａ）
一
 祭用之者ハ前〻之通御通可被成候自分幷使等ハ裏通埋門江
相廻可申旨御組衆致差圖候様被仰渡可被下候尤手前ゟも門外へ足軽出置申候以上
九月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
林大学頭
一
 畧式釈菜
　
明和九辰八月始り
 安永二巳四月七日伺同廿五日
同年七月廿一日伺八月七日
 安永三午二月終九日伺廿一日執行
一
 安永三午二月九日
 釈菜伺留
 畧式釈菜伺書出ス
 例文畧式ノ
二字多シ
 節添而差出ス書付如左
當二月釈菜執行之義正迁座相濟候後可仕と奉存候趣申上置候得共諸家ゟ献備之祭器等出來候義廿日過迠ニ相揃申間鋪哉ト奉存候間此度ハ先於御仮仕切去秋之通畧式釈菜執行可仕哉ト奉存候祭器等大躰ニも相揃候次第正迁座可仕奉存候此段御内〻奉伺候以上
二月
 
林百助（
73ｂ）
一
 安永二巳四月廿二日
 雜載
 仮仕切幕張埋門箱番所胴勢門内御
先手番所之事新庄能登守江申遣覚以手紙申候來ル廿五日釈菜ニ付仮仕切前幕張之義明廿三日夕方迠ニ被仰付可被下候且又埋門箱番所も明夕迠相廻候様被仰付可
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被下候巳下畧以上
尚〻胴勢門内御先手番所取違之義被仰付被下候哉承知仕度候以上
右返報相應致承知候則申渡候御端書被仰聞候胴勢門内御先手番所取違之義も先達而畧式釈菜之節之通可申渡候左様御心得可被成候一
 安永三年二月廿二日
 百助日乗
 畧式祭儀辰刻初マル予布衣着
用書生共麻上下四十七
 
（
74ａ）
